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定例会の
あらまし

6月会
期６

月
２
日
〜
６
月
19
日

議
案

・
市
長
提
出
議
案
17
件

石
仏
公
園
整
備
工
事（
土
木
工
事
）

（
２
号
工
）の
請
負
契
約
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

・
委
員
会
提
出
議
案
１
件

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
引
き
上

げ
を
凍
結
し
慎
重
な
審
議
を
求
め

る
意
見
書

・
議
員
提
出
議
案
１
件

脳
脊
髄
液
漏
出
症
患
者
救
済
に
関

す
る
意
見
書

一
般
質
問

・
13
人
の
議
員
が
実
施
（
６
ペ
ー
ジ

〜
19
ペ
ー
ジ
）

審
議
結
果

・
審
議
結
果
の
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ

対
象
者
（
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
）

・
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
者

・
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル

以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
者

・
医
師
に
よ
り
補
聴
器
の
装
用
が
必
要

と
診
断
さ
れ
た
者

助
成
額

・
補
聴
器
購
入
費
用
の
２
分
の
１
（
千
円

未
満
切
り
捨
て
）
で
、
上
限
額
は
市
民

税
非
課
税
世
帯
３
万
円
、

　
課
税
世
帯
１
万
５
千
円

※
事
前
申
請
が
必
要

申
請
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
か
。

申
請
書
、
医
師
か
ら
の
意
見
書
、

補
聴
器
の
見
積
書
を
市
役
所
長
寿

介
護
課
の
窓
口
に
提
出
し
て
も
ら
う
。

そ
の
後
、
助
成
の
決
定
通
知
を
送
付
す

る
の
で
、
届
い
た
ら
購
入
し
て
も
ら
う
。

購
入
後
に
請
求
書
、
領
収
書
、
決
定
通

知
書
の
写
し
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
助

成
を
す
る
。

周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

広
報
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
を
す
る
予
定
。
ま
た
、
補
聴
器

の
販
売
店
や
耳
鼻
咽
喉
科
に
も
チ
ラ
シ

な
ど
の
設
置
を
お
願
い
す
る
。
こ
の
ほ

か
、
介
護
保
険
事
業
所
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
へ
の
周
知
、
民
生
委
員
に
も
案
内

を
し
て
い
く
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
聴
力
検
査
機
器

が
設
置
さ
れ
た
が
、
活
用
の
方
法

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
日
と
し
て
血
圧
測
定

や
体
力
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
７
月
か
ら
予
約
制
で
聴
力
検
査
機

器
を
用
い
た
聴
力
検
査
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
聴
力
検
査
は
簡
易
な
も

の
で
は
あ
る
が
、
自
身
の
現
在
の
耳
の

聞
こ
え
具
合
な
ど
を
把
握
で
き
る
も
の

に
な
る
。
検
査
の
結
果
、
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
耳
鼻
咽

喉
科
へ
の
受
診
勧
奨
や
検
査
へ
案
内
を

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

際
、
今
回
新
た
な
補
聴
器
助
成
制
度
も

併
せ
て
周
知
し
、
必
要
な
方
に
制
度
の

利
用
に
つ
な
げ
た
い
。

賦
課
限
度
額
（
国
保
税
の
限
度
額
）
の

引
き
上
げ
及
び
法
定
軽
減
（
５
割
・
２

割
軽
減
）
の
拡
大
が
行
わ
れ
ま
す
。

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
、
ど

の
く
ら
い
の
所
得
段
階
の
と
こ
ろ

か
ら
影
響
を
受
け
て
い
く
の
か
。

40
歳
以
上
の
単
身
世
帯
の
場
合
、

給
与
収
入
が
お
お
む
ね
１
０
７
０

万
円
を
超
え
る
世
帯
、
40
歳
以
上
の
夫

婦
と
就
学
児
童
の
３
人
で
構
成
す
る
世

帯
の
場
合
、
給
与
収
入
が
約
９
９
０
万

円
を
超
え
る
世
帯
が
該
当
す
る
。

完
成
時
期
の
見
通
し
は
。

　
　
　

国
か
ら
の
交
付
金
が
少
な
く
、
今

後
の
交
付
額
に
よ
っ
て
は
完
成
が

遅
れ
る
た
め
、
令
和
９
年
度
以
降
に
な

る
見
込
み
。

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ 難
聴
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成

国
保
税
の
見
直
し

石
仏
公
園
整
備
工
事

人事案件
監査委員の選任について
内藤　充　氏…同意
ない とう　　 みつる
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育
休
退
園
と
は
、
下
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
保
護
者
の

方
が
育
児
休
業
を
取
得
し
た
際
に
、
す
で
に
保
育
園
に

通
っ
て
い
る
上
の
子
ど
も
が
退
園
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
。

育
休
退
園
廃
止
に
向
け
た
議
会
の
取
組
の
経
緯

議案等の詳細は
こちら▶

審議結果の詳細は
こちら▶

今回の定例会の議案等の審議結果

市長提出議案
人事案件
○岩倉市監査委員の選任について
　条例の一部改正・廃止
○岩倉市職員定数条例の一部改正について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他７件
　令和７年度補正予算
○令和７年度岩倉市一般会計補正予算（第２号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他５件
その他
○石仏公園整備工事（土木工事）（２号工）の請負契約について　　　　　　　　　　　　　他１件

委員会提出議案
○高額療養費の自己負担引き上げを凍結し慎重な審議を求める意見書

議員提出議案
○脳脊髄液漏出症患者救済に関する意見書

※上記の議案は全員賛成で可決または同意されました。

請願
請願の提出はありませんでした。陳情については、８件が提出され、所管の委員会に送付され、聞き
置くことになりました。

請
願
第
６
号

「
保
育
の
充
実
を
図
る
た
め
育
休
退
園
制
度
の
廃
止
を
求

め
る
請
願
書
」　

全
員
賛
成
で
採
択

議
会
と
し
て

「
育
児
休
業
中
の
保
育
の
継
続
利
用
実
現
へ
の
補
助
を
求

め
る
意
見
書
」　

を
国
へ
提
出

一
般
質
問
に
て
、育
休
退
園
及
び
育
休
退
園
に
関
連
し

た
質
問
を
行
う

委
員
会
代
表
質
問
に
て
、育
休
退
園
に
関
連
し
た
質

問
を
行
う

０
歳
児
・
１
歳
児
ク
ラ
ス
の

　
　
　
　
　
　

育
休
退
園
を
廃
止

令和６年９月
定例会

令和５年
12月
定例会

令和７年
６月

令和５年
３月、６月
定例会
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国に提出した意見書

高額療養費の自己負担引き上げを凍結し慎重な審議を求める意見書

脳脊髄液漏出症患者救済に関する意見書

高額療養費制度は、治療が長期にわたる患者の方々などにとって命綱であり、本来、制度の拡充を目指
すべきである。しかし、政府は高額療養費制度を見直し、令和7年8月から3回に分けて、自己負担の上限
額を引き上げることを一旦は決定した。その後、総理はがん患者団体の代表者らと面会し、上限額の引き
上げを見送る決断をした。
一旦は決定されたこの度の見直しは、低所得者はもとより、治療が長期にわたる患者やその家族に甚大

な影響を及ぼす。がんや難病の患者など、制度を利用する当事者の方々から、治療が受けられなくなる、
生活が成り立たなくなる、生死に直結する治療の継続を断念しなければならなくなる、といった懸念や悲
痛な声が数多く上がっている。命に関わる問題であるにもかかわらず、今回の引き上げを巡っては、当事
者の意見を聴かず、短期間で拙速に決定されたものであると受け止めており、そのプロセスも不適切であ
った。高額療養費制度を見直す際には、制度を利用している方々の生活実態の調査の実施、当事者や患者
団体等の意見の事前聴取という適正な手続きを経るべきである。
一方、政府は、この秋までには自己負担の引き上げも含む高額療養費制度について、新たな方針を決定

するとしている。既に、患者団体からは、短期間で審議されれば不十分な検討になるとの懸念も示されて
いる。既に税と社会保険料を合わせた国民負担率が50％に近い水準まで上昇し可処分所得が減り、賃上
げが物価上昇に及ばず、実質所得が3年連続マイナスとなるなかで、高額療養費の自己負担額を引き上げ
ること自体が、生死に直結する治療を必要とする国民に、治療中止を強いるものであり、著しく不適切で
ある。
よって、岩倉市議会は政府に対し、当事者の方々の命と暮らしを守るため、高額療養費の自己負担引き

上げを凍結し、見直しの議論については、基礎自治体と都道府県の声、被保険者の声もしっかりと汲み取
り、負担のあり方も含めて、誰もが安心して医療にかかることができる制度となるよう、慎重に審議する
ことを強く求める。

脳脊髄液漏出症（減少症）は、交通事故などで硬膜から髄液が漏れ出すことにより頭痛や頚部痛、めま
いなどの様々な症状が生じるとされ、愛知県のホームページにも、脳脊髄液漏出症（関連学会の定めた診
断基準において確実又は確定された者）に対する硬膜外自家血注入療法（ブラッドパッチ療法）が保険導
入されたことや県内の診療可能な医療機関などの様々な情報提供がなされているところである。
しかし、この疾患の認知度は依然として低く、交通事故などにより罹患期間が長くなることで症状が治

りにくくなり後遺症がおのずと出てしまうケースがある中、後遺障害等級が、労災保険では12級以上の認
定がある一方で、自賠責保険制度では適切に認定されず、脳脊髄液漏出症患者の補償がなされていない。
海外では、より客観的・専門的に、法医学の知見も取り入れながら、被害者にとっても納得できる、中

立・公正な後遺障害の等級認定システムが構築されている。
よって、国におかれては、公平性や透明性を確保するため、下記の事項について適切な措置を講ずるよ

う強く要望する。

1　自賠責保険の脳脊髄液漏出症に関する後遺障害等級の認定手続として、高次脳機能障害（自賠責保険
高次脳機能障害認定システム）と同様に、専門医による認定システム（脳脊髄液漏出症認定システ
ム）の仕組みを設置すること。

2　被害者やその代理人及び裁判所等が開示を求めた場合、自賠責保険において後遺障害等級認定を審査
した際の根拠資料について、労災保険と同様に、開示される制度とすること。
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議会基本条例の検証結果報告 検証結果の詳細はこちら→

岩倉市議会は、平成23年5月1日に議会基本条例を施行しました。この条例を具体化するため、議会基
本条例推進協議会を設置し、議会改革の推進に努めています。議会基本条例第27条「条例の目的が達
成されているか否かを、年に１回以上検証する」という規定により、検証を行いましたので、主な内容を抜
粋し以下のとおり報告します。

・７期目の議会サポーター制度を実施した。
・本会議及び常任委員会の録画配信を年間を通して行っ
ている。
・３月定例会にて本会議のライブ配信を試行的に行った。
・ホームページに、議会のあらましを説明する子ども向
けで分かりやすいページを公開している。
・議会サポーターへ録画配信についてのアンケートを
行った。
・ホームページ上に議会だよりアンケートを常設している。
・議会だよりの一般質問のページに掲載内容の見出しを
つけた。

・ふれあいトークを 11 回開催した。（議会サポーター 
対面５回・オンライン３回、市民活動団体１回、議会
報告会２回）
・議会報告会に関しては、９月定例会後に前年度決算、
３月定例会前に新年度予算への意見を求めるために
行った。
・五条川小学校の児童と意見交換を行った。（令和６年
10月 24日）

議会は、多様な広
報広聴手段を活用
することにより、
多くの市民が議会
と市政に関心を持
つように努めるも
のとする｡

第 11条（広報広聴機能の充実）

・ＳＮＳを利用した広報の具体化について執行機関
と協議していく。
・意見交換会における対面とオンラインの併用等、
広聴のあり方について検討する。
・議会だよりの改善を図る（子ども向けページの
作成、市民参加のページ、写真の掲載等）。
・字幕付き録画配信について検討する。
・議会だより音声版について検討する。

・議会と大学の連携について研究する。
・引き続き小中学生及び高校生との意見交換会等
について検討する。
・３月定例会前の議会報告会の時期及び内容につ
いて検討する。

・一般質問において、各議員が資料及びモニターを積極
的に活用した。
・一般質問予定表及び代表質問予定表を作成し、傍聴者
配布及びホームページ掲載を行っている。
・一般質問の際、質問者の氏名が分かるよう質問席に議
員名札を設置した。
・一般質問の質問者撮影の画角を見直した。
・本会議の録画配信に目次をつけて閲覧しやすくした。
・本会議の録画配信の画質を改善した。
・一般質問に使用した補足説明資料をホームページで公
開することとした。（３月定例会）

市民の傍聴意欲が
高まるように、わ
かりやすく工夫し
た議会運営を行う
こと。

議会は、市民等と
の意見交換の場を
設けるものとす
る。

・傍聴席からモニターが見にくいので、改修につ
いて検討する。
・委員会室での傍聴席用スピーカー設置について
検討する。
・代表質問の際の議員名札設置について検討する。
・本会議における字幕表示モニターの設置につい
て検討する。

・本会議及び常任委員会の録画配信について年間を通し
て行っている。
・３月定例会から庁内向けに限らず本会議のライブ配信
を試行的に行った。
・全員協議会の録画配信について協議した。

公正性、透明性等
を確保し、市民に
信頼される開かれ
た議会を目指すこ
と。

・会議録反訳ソフトの導入について検討する。
・正副議長の所信表明に対する質疑応答について
研究する。
・議員派遣の議決（視察・議会報告会等）につい
て研究する。
・政務活動費の後払いについて研究する。
・特別委員会・協議会等の録画配信について検討する。
・ライブ・録画配信の効果について検証する。
・本会議における字幕表示モニターの設置につい
て検討する。

第 4条（議会の責務と活動原則）　　議会は、次に掲げる原則に基づき、活動を行わなければならない。

議会基本条例 令和６年度の取組実績等 課題、今後の取組等

第 10条（市民参加及び市民との連携）　　
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6

一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆様の
声をもとに、市政全般について質問することです。 
なお、７～19ページは本人が責任をもって編集した
要約原稿です。詳しくお知りになりたい方は、議会動
画配信、市議会議事録をご覧ください。
議事録は９月上旬ごろからご覧いただけます。

６月１１日（水）
1　水 野 忠 三  （P．7）　 「行政としての災害時備蓄の現状は」

2　井上真砂美 （P．8） 「地域の歴史的価値を守る取組は」

3　塚 﨑 海 緒   （P．9） 「公益通報が受け付けされていないのでは」

4　鬼 頭 博 和  （P．10） 「市内の公園を喫煙禁止区域に」

5　木 村 冬 樹  （P．11） 「ふるさと納税全体での収支状況は」

動画はこちら▼

６月13日（金）
1　堀 江 珠 恵 　（P．16）　「産後ドゥーラ導入の検討は」

2　大 野 慎 治 　（P．17）　「児童遊園の滑り台を更新するべきでは」

3　片岡健一郎　（P．18）　「安全面に課題がある歩道について見解は」

4　谷 平 敬 子 　（P．19）　「がん患者へのエピテーゼ購入助成を」

動画はこちら▼

６月12日（木）
1　日比野 走　（P．12）　「大野市との二地域居住を促進してみては」

2　桝 谷 規 子 　（P．13）　「教員が子どもに向き合う時間が取れているか」

3　梅 村 　 均 　（P．14）　「総体文トレーニング室の中学生利用を」

4　関 戸 郁 文 　（P．15）　「公共建物で働く職員の安全管理は」

動画はこちら▼

一般質問
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災
害
時
備
蓄
品
の
状

況
に
つ
い
て
問
う

行
政
と
し
て
の

災
害
時
備
蓄
の

現
状
は
。南

海
ト
ラ
フ
地

震
に
備
え
、
避

難
者
５
０
０
０
人
分
の

２
日
間
、
計
３
万
食
を

備
蓄
。
毛
布
、
簡
易
ト

イ
レ
、
粉
ミ
ル
ク
、
生

理
用
品
な
ど
も
含
め
て

確
保
し
て
い
る
。

各
行
政
区
の
対

応
状
況
は
。

自
主
防
災
会
で

消
火
器
、
可
搬

ポ
ン
プ
、
救
助
資
機
材

な
ど
を
配
備
し
、
水
・

食
料
な
ど
の
備
蓄
も
実

施
。
市
は
補
助
金
制
度

に
よ
り
備
蓄
品
購
入
を

支
援
し
て
い
る
。

備
蓄
品
の
種
類

や
数
量
に
関
す

る
課
題
は
。

被
害
想
定
や
過

去
の
震
災
を
踏

ま
え
決
定
し
て
お
り
、

自
助
に
よ
る
１
週
間
分

の
備
蓄
を
推
奨
。
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
89
・

２
％
が
備
え
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
は
想
定

見
直
し
に
合
わ
せ
、
備

蓄
の
再
検
討
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｓ
・
Ｓ
Ｉ
Ｂ

の
活
用
可
能
性
に

つ
い
て
問
う

Ｐ
Ｆ
Ｓ
及
び
Ｓ

Ｉ
Ｂ
に
つ
い
て

の
認
識
等
は
。

Ｐ
Ｆ
Ｓ
（
成
果

連
動
型
民
間
委

託
契
約
方
式
）
は
、
行

政
が
民
間
事
業
者
等

に
業
務
を
委
託
す
る
際

に
、
成
果
目
標
の
達
成

度
合
い
に
応
じ
て
委
託

費
を
支
払
う
仕
組
み
。

Ｓ
Ｉ
Ｂ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル・

イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
）

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｓ
の
考
え
方

を
活
用
し
つ
つ
、
社
会

課
題
の
解
決
の
た
め
に

民
間
資
金
を
導
入
す
る

仕
組
み
で
、
事
業
の
成

果
に
応
じ
て
行
政
が
投

資
家
に
資
金
を
償
還
す

る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。 

資
金
調
達
方
法
に

違
い
は
あ
る
も
の
の
、

い
ず
れ
も
成
果
重
視
、

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

等
で
、
行
政
の
効
率
化

と
社
会
課
題
の
解
決
に

資
す
る
可
能
性
を
持
つ

と
理
解
し
て
い
る
。

国
・
県
・
他
自

治
体
の
動
向
や

事
例
は
。国

は
導
入
促
進

の
体
制
を
整
備

し
、
愛
知
県
も
市
町
村

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

豊
田
市
の
介
護
予
防
や

犬
山
市
の
庁
舎
管
理
で

の
活
用
事
例
が
あ
る
。

導
入
の
可
能
性

が
あ
る
分
野
は
。

健
康
・
福
祉
の

介
護
予
防
や
疾

病
対
策
、
環
境
分
野
の

省
エ
ネ
推
進
、
廃
棄
物

削
減
な
ど
、
成
果
評
価

が
し
や
す
い
領
域
で
の

導
入
が
想
定
さ
れ
る
。

ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
に
つ
い
て
問
う

制
度
の
認
識
は
。

実
際
の
住
民
票

を
移
さ
ず
に
地

域
と
関
わ
る
制
度
と
し

て
、
多
様
な
関
係
性
を

築
く
手
段
と
捉
え
て
い

る
。

今
後
の
検
討
に

つ
い
て
は
。

現
時
点
で
具
体

的
検
討
は
し
て

い
な
い
が
、
税
制
面
な

ど
の
影
響
も
見
込
ま
れ

る
た
め
、
今
後
、
柔
軟

に
検
討
で
き
る
よ
う
情

報
収
集
を
継
続
し
て
い

く
。

将
来
的
な
方
針

は
。

国
の
「
地
方
創

生
２・
０
」
で

の
施
策
の
一
つ
と
し
て

注
目
し
て
お
り
、
今
後
、

国
に
お
け
る
制
度
設
計

の
詳
細
や
、
全
国
的
な

導
入
の
動
向
、
先
行
事

例
と
そ
の
効
果
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
。

自
治
体
に
対
す
る

「
伴
走
支
援
」
制
度

に
つ
い
て
問
う

制
度
の
理
解
は
。

政
策
立
案
・
実

施
段
階
で
継

続
的
に
支
援
を
行
う
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
令
和
７
年
度
は
、

県
内
で
は
日
進
市
と
豊

根
村
が
こ
の
伴
走
支
援

制
度
を
利
用
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

活
用
の
可
能
性

は
。

人
口
減
少
や
子

育
て
支
援
な
ど

重
要
課
題
に
対
応
す

る
に
あ
た
り
、
専
門

知
見
や
成
功
事
例
が

政
策
推
進
に
資
す
る

と
考
え
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
て
活
用
を

検
討
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

水野忠三議員

行政としての災害時備蓄の現状は

南海トラフ想定で食料 3万食などを確保

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

このページの掲載項目：災害時備蓄品　ＰＦＳ・ＳＩＢ　ふるさと住民登録制度　伴走支援
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地
域
の
歴
史
的
価

値
を
守
る
取
組
は

史
跡
公
園
の
鳥

居
建
民
家
や
竪

穴
住
居
が
存
続
で
き
た

経
緯
は
ど
の
よ
う
か
。

鳥
居
建
民
家
は
、

江
戸
時
代
中
期

に
東
町
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
で
、
戦
後
に
岩
倉

町
が
貴
重
な
歴
史
的
建

造
物
と
し
て
譲
り
受
け

た
。
庁
舎
東
に
移
築
・

再
建
し
、
史
跡
公
園
の

開
園
に
合
わ
せ
て
現
在

の
場
所
に
再
移
転
し
た
。

竪
穴
住
居
は
大
地
遺
跡

の
発
掘
を
基
に
創
造
復

元
し
た
。

３
月
末
に
閉
館
し

た
「
希
望
の
家
」

の
備
品
活
用
は

希
望
の
家
の
備

品
の
譲
渡
会
を

す
る
な
ど
し
て
再
活
用

は
で
き
な
い
か
。
陶
芸

を
楽
し
む
会
等
が
使
っ

て
い
た
陶
芸
窯
を
移
設

し
て
存
続
で
き
な
い
か
。

備
品
の
有
効
活

用
は
す
で
に
整

理
を
は
じ
め
て
い
る
。

岩
倉
総
合
高
校
や
市
内

の
小
中
学
校
等
公
共
施

設
に
案
内
し
、
順
次
譲

渡
し
て
い
る
。
最
終
的

に
残
っ
た
備
品
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ

イ
ト
で
売
却
を
検
討
し
、

無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う

に
努
め
る
。
陶
芸
窯
は

窯
の
温
度
を
管
理
す
る

人
を
長
時
間
配
置
で
き

る
移
設
可
能
な
施
設
が

な
い
た
め
移
設
は
考
え

て
い
な
い
。

10
日
間
で
約
23
万

人
の
来
場
者
、
岩

倉
桜
ま
つ
り
の
今

後
は

期
間
中
の
岩
倉

駅
や
石
仏
駅
の

乗
降
者
の
状
況
と
南
北

へ
の
拡
大
は
ど
う
か
。

10
日
間
で
、
岩

倉
駅
は
約
２
万

６
０
０
０
人
の
増
加
、

石
仏
駅
は
約
１
６
０
０

人
の
増
加
。
南
北
へ
の

拡
大
も
行
っ
て
い
く
。

「
学
び
の
多
様
化
学

校
」
の
設
置
促
進
を

「
不
登
校
特
例

校
」
と
の
違
い

は
。

文
部
科
学
省

は
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
学
び
の
補

償
に
向
け
た
不
登
校
対

策
」
を
踏
ま
え
、「
不

登
校
特
例
校
」
を
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
目
線
に

立
っ
た
「
学
び
の
多
様

化
学
校
」
と
名
称
変
更

し
た
。

適
応
指
導
教
室

か
ら
名
称
変

更
し
た
「
岩
倉
市
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
お
お
く

す
」
の
変
容
は
ど
の
よ

う
か
。

学
校
復
帰
へ
の

支
援
か
ら
、
自

立
心
と
社
会
性
を
育
み
、

社
会
で
生
き
て
い
く
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
。
在
籍

す
る
児
童
・
生
徒
に
寄

り
添
っ
た
場
所
と
し
て
、

学
び
の
多
様
化
学
校
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
ま

で
以
上
に
、
一
人
一
人

に
合
っ
た
学
習
計
画
の

策
定
を
進
め
て
運
営
を

し
て
い
く
。

児
童
・
生
徒
の

興
味
関
心
の
多

様
性
に
ど
う
対
応
す
る

か
。

不
登
校
の
要
因

は
様
々
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
要
因
を
見
極

め
つ
つ
、
誰
か
と
興
味

関
心
を
共
有
で
き
る
面

白
さ
の
体
験
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
の
経
験
、
継

続
的
に
気
に
し
て
く
れ

る
人
が
い
る
体
験
を
さ

せ
た
り
す
る
な
ど
様
々

な
対
応
が
必
要
に
な
る
。

学
校
で
は
、
不
登
校
を

未
然
に
防
ぐ
取
組
と
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用

い
た
り
、
グ
ル
ー
プ
活

動
を
取
り
入
れ
た
り
、

地
域
や
校
外
の
方
と
触

れ
合
う
場
面
を
設
定
す

る
な
ど
し
て
、
興
味
関

心
の
多
様
性
に
対
応
す

る
取
組
を
工
夫
し
て
い

る
。　
　
　
　
　

※
他
に
、暑
さ
対
策
「
い

わ
く
ら
涼
み
ど
こ
ろ
」

に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

創 政 会
井上真砂美議員

地域の歴史的価値を守る取組は

児童・生徒や市民に周知し大切にしている

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

このページの掲載項目：歴史的価値　希望の家　桜まつり　学びの多様化学校

昭和 55 年発行社会科副読
本表紙：3 台の山車、五条
川のんぼり洗い、岩倉駅西
モニュメント等
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農
業
用
排
水
機
場

整
備
に
つ
い
て
問
う

排
水
機
場
の
更

新
計
画
状
況
は
。

県
が
事
業
主
体
。

第
１
期
は
、
大

市
場
及
び
大
山
寺
の
排

水
機
場
を
更
新
中
。
令

和
９
年
度
完
了
予
定

だ
っ
た
が
、
令
和
17

年
ま
で
遅
れ
る
見
込
み
。

野
寄
排
水
機
場
は
、
第

２
期
に
実
施
予
定
。

一
宮
市
の
受
益

区
域
は
、
協
議

さ
れ
て
い
る
か
。

県
、
一
宮
市
、

岩
倉
市
の
三
者

で
事
前
協
議
を
実
施
。

更
新
時
に
必
要
な
建
設

負
担
金
や
更
新
後
の
維

持
管
理
費
の
負
担
割
合

な
ど
の
内
容
だ
が
、
合

意
や
決
定
し
て
い
る
事

項
は
な
い
。

更
新
事
業
で
見

込
ま
れ
る
予
算

は
。

総
事
業
費
は
、

概
算
で
約
30
億

円
。
負
担
割
合
は
、
国

50
％
、
県
37
％
、
自
治

体
13
％
。
自
治
体
は
約

３
億
９
千
万
円
程
度
を
県

に
負
担
金
と
し
て
支
出
。

一
宮
市
の
受
益

区
域
は
ど
れ
く

ら
い
か
。全

流
域
面
積

２
８
３・
９
ha

の
う
ち
、
一
宮
市
は

１
４
３
ha
、
岩
倉
市
は

１
４
０・９
ha
。

計
画
が
後
ろ
倒

し
の
間
の
修
繕

費
用
が
心
配
。
市
民
負

担
軽
減
の
た
め
、
早
め

に
協
議
を
。

第
１
期
完
了
時

期
を
見
据
え
、

県
及
び
一
宮
市
と
協
議

を
進
め
る
。

公
益
通
報
不
受
理

に
迫
る内

容
を
確
認
せ

ず
不
受
理
と
す

る
対
応
が
全
国
的
に
増

え
て
い
る
が
、
制
度
の

根
本
に
あ
る
公
益
性
と

通
報
者
保
護
の
精
神
に

反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

受
付
窓
口
へ
の
案
内
が
、

公
益
通
報
者
保
護
法
第

11
条
の
教
示
義
務
と
混

同
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。
制
度
の
誤

解
や
運
用
上
の
不
備
を

正
し
、
通
報
者
が
確

実
に
適
切
な
対
応
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
。

公
益
通
報
を
不
受
理
に

し
た
事
実
は
あ
る
か
。

事
実
は
あ
る
。

理
由
は
何
か
。

公
益
通
報
者
保

護
法
に
規
定
す

る
通
報
対
象
事
実
に
該

当
し
な
い
及
び
本
市
が

処
分
又
は
勧
告
等
を
実

施
す
る
権
限
を
有
し
て

い
な
い
た
め
不
受
理
と

し
た
。
通
報
者
に
対
し

て
、
正
し
い
通
報
先
の

行
政
機
関
を
教
示
し
た
。

尾
張
中
北
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー

は
協
議
会
だ
が
責
任
者

は
誰
か
。運

用
内
容
は
協

議
会
会
長
。
施

設
内
管
理
は
セ
ン
タ
ー

長
。
派
遣
職
員
の
対
応

等
は
派
遣
元
の
首
長
。

個
人
情
報
保
護

に
関
わ
る
内
容

で
あ
り
、
調
査
す
べ
き

で
は
。

個
人
情
報
保
護

法
に
関
わ
る
内

容
の
場
合
、
処
分
又
は

勧
告
等
を
す
る
権
限
を

有
す
る
行
政
機
関
は
、

国
の
個
人
情
報
保
護
委

員
会
。
通
報
対
象
事
実

は
、
通
報
を
受
理
し
た

行
政
機
関
が
必
要
な
調

査
を
行
い
、
適
切
な
措

置
を
と
る
。

行
政
機
関
が
講

ず
べ
き
安
全
管

理
措
置
は
十
分
と
言
え

る
か
。

尾
張
中
北
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー

で
は
、
Ｉ
Ｄ
認
証
を
行
っ

て
い
な
い
が
、
担
当
者
名

を
入
力
し
、
ど
の
指
令
台

を
操
作
し
た
か
分
か
る
。

外
部
か
ら
情
報
搾
取
さ

れ
な
い
。
地
方
公
務
員

は
、
住
民
の
個
人
情
報

を
適
切
に
管
理
す
る
義

務
が
あ
る
。通

報
内
容
が
、

法
令
違
反
の
事

実
等
な
の
が
気
に
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
シ
ス

テ
ム
改
修
予
算
で
、
個

人
情
報
保
護
の
安
全
管

理
措
置
は
。

更
新
に
合
わ
せ

て
の
改
修
予
定

は
な
い
。

公
文
書
に
デ
ジ
タ
ル

対
応
デ
ザ
イ
ン
を

早
急
に
Ａ
４
横

レ
イ
ア
ウ
ト
へ

の
統
一
を
。

デ
ジ
タ
ル
環
境

で
見
や
す
い
レ

イ
ア
ウ
ト
の
検
討
は
重

要
。
紙
媒
体
と
デ
ジ
タ

ル
媒
体
で
、
見
や
す
く

分
か
り
や
す
い
公
文
書

の
作
成
を
目
指
し
、
レ

イ
ア
ウ
ト
の
あ
り
方
を

研
究
す
る
。

塚﨑海緒議員

公益通報が受け付けされていないのでは

公益通報で受け付けて「不受理」とした

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

このページの掲載項目：農業用排水機場　公益通報　公文書
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市
内
公
園
で
の
喫

煙
の
制
限
を
求
む

本
市
で
は
、
平

成
30
年
12
月
１

日
に
健
幸
都
市
を
宣
言

し
、
市
民
の
健
康
と
幸

せ
な
ま
ち
を
育
む
施
策

を
推
進
し
て
い
る
。
こ

の
宣
言
に
基
づ
き
、
健

や
か
で
幸
せ
な
暮
ら
し

を
守
る
施
策
を
進
め
る

中
で
、
公
園
に
お
け
る

禁
煙
の
必
要
性
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

公
園
で
の
禁
煙

は
、
受
動
喫
煙

の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、

特
に
子
ど
も
が
安
心
し

て
遊
べ
る
環
境
を
確
保

す
る
た
め
や
、
吸
い

殻
の
ポ
イ
捨
て
防
止
な

ど
、
一
定
の
効
果
は
認

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

一
方
で
、
公
園
は
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す

る
施
設
で
あ
り
、
喫
煙

者
の
利
用
を
妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
。
よ
っ
て

一
概
に
禁
煙
に
す
る
必

要
性
ま
で
は
な
い
と
考

え
る
。

本
市
と
同
じ
く

健
康
都
市
宣
言

を
し
て
い
る
大
府
市
で

は
、
令
和
２
年
10
月
よ

り
都
市
公
園
で
の
喫
煙

を
禁
止
し
、
受
動
喫
煙

防
止
を
徹
底
し
て
い
る
。

本
市
で
の
、
公
園
の
喫

煙
に
関
す
る
現
状
と
方

針
は
ど
の
よ
う
か
。

市
内
の
公
園
は
、

都
市
公
園
条
例

上
で
も
全
面
禁
煙
と
は

な
っ
て
お
ら
ず
、「
岩

倉
市
路
上
喫
煙
の
規
制

に
関
す
る
条
例
」
で
は
、

公
園
内
に
お
い
て
も
喫

煙
者
と
非
喫
煙
者
相
互

が
共
存
で
き
る
快
適
な

地
域
環
境
を
目
指
す
方

針
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
喫
煙
を
す
る
場
合

は
人
前
を
避
け
、
煙
や

臭
い
が
他
人
に
及
ば
な

い
よ
う
喫
煙
マ
ナ
ー
の

周
知
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

市
内
の
公
園
を

喫
煙
禁
止
区
域

に
指
定
し
、
市
民
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
喫

煙
禁
止
区
域
の
拡
大
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

既
に
喫
煙
禁
止

区
域
を
指
定
し

た
自
治
体
の
事
後
評
価

を
注
視
し
つ
つ
研
究
し

て
い
く
。
児
童
遊
園
も

含
め
公
園
内
で
は
、
子

ど
も
や
他
の
利
用
者
が

い
る
場
合
は
喫
煙
を
控

え
る
よ
う
園
内
で
の

掲
示
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
周
知

啓
発
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。

避
難
所
の
環
境
改

善
の
推
進
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
12
月
に
改

定
さ
れ
た
避

難
所
の
運
営
指
針
で
明

記
さ
れ
た
「
ス
フ
ィ
ア

基
準
」
で
は
、
20
人
に

１
基
の
割
合
で
ト
イ
レ

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
避
難
所
で
は
現

在
ど
の
よ
う
な
基
準
で

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
か
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た

目
標
数
を
定
め
て
い
る
。

各
小
学
校
に
障
が
い
者

用
を
含
む
仮
設
ト
イ
レ

を
３
基
、
車
い
す
に

対
応
し
た
手
す
り
付
き

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を

各
２
基
、
北
、
南
、
東

小
学
校
に
は
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
を
２
基
か
ら

５
基
配
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
簡
易
ト
イ
レ
を

１
５
０
基
備
蓄
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
、
避
難
者

２
５
０
０
人
に
対
し
約

17
人
に
１
基
の
ト
イ
レ

を
保
有
し
て
お
り
、「
ス

フ
ィ
ア
基
準
」
を
満
た

し
て
い
る
。

ス
フ
ィ
ア
基
準

で
は
、
避
難
所

内
の
一
人
当
た
り
の
ス

ペ
ー
ス
を
「
最
低
３
・

５
㎡
（
畳
２
畳
分
）
と

し
て
い
る
が
本
市
の
状

況
は
。

５
つ
の
小
学
校

に
お
い
て
、
広

さ
４・
４
㎡
の
テ
ン
ト

式
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

各
50
基
配
備
し
て
い
る

が
、
収
容
ス
ペ
ー
ス

に
は
課
題
が
あ
る
の
で
、

そ
の
後
開
設
す
る
避
難

所
に
つ
い
て
の
検
討
は

必
要
で
あ
る
。

公 明 党
鬼頭博和議員

市内の公園を喫煙禁止区域に

公園内での喫煙ルールを周知強化する

このページの掲載項目：喫煙禁止区域　受動喫煙　スフィア基準　避難所環境

※
ス
フ
ィ
ア
基
準

正
式
名
称
は
「
人
道
憲

章
と
人
道
支
援
に
お
け

る
最
低
基
準
」、
基
本

理
念
と
し
て
、
①
被
災

者
に
は
尊
厳
あ
る
生
活

を
営
む
権
利
、
支
援
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
。

②
苦
痛
を
軽
減
す
る
た

め
、
実
行
可
能
な
手
段

が
尽
く
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
を
掲
げ
、

人
道
支
援
の
最
低
限
満

た
す
べ
き
基
準
を
記
載

し
て
い
る
。

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＡ
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ふ
る
さ
と
納
税
の
本

質
的
問
題
を
問
う

昨
年
度
の
ふ
る

さ
と
い
わ
く
ら

応
援
寄
附
金
と
税
控
除

の
収
支
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

マ
イ
ナ
ス
１
億

３
２
０
０
万
円

と
さ
ら
に
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
返
礼
品

に
係
る
経
費
は
、

寄
附
金
額
に
対
し
て
ど

れ
く
ら
い
の
割
合
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

約
45
％
と
な
っ

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

で
は
、
税
控
除

に
よ
る
減
収
分
の
75
％

が
地
方
交
付
税
で
補
て

ん
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
含
め
て
の
収
支
状
況

は
ど
う
か
。

４
～
５
千
万
円

の
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
る
が
、
返
礼
品

に
係
る
経
費
を
差
し
引

く
と
若
干
の
プ
ラ
ス
と

い
う
状
況
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

に
は
、
地
域
間

の
財
政
力
の
調
整
を
か

く
乱
す
る
問
題
、
個
人

間
の
再
分
配
を
逆
進
さ

せ
る
問
題
、
税
収
を
わ

ざ
わ
ざ
半
分
に
減
ら
し

て
配
分
し
直
す
問
題
が

あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
本
質
的
問
題
に
つ
い

て
、
自
治
体
間
で
は
議

論
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
会
議
で
制

度
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
行

わ
れ
て
い
る
。
本
市
と

し
て
も
、
特
定
の
自
治

体
に
寄
付
が
集
中
し
な

い
た
め
の
規
制
や
自
治

体
間
で
財
政
均
等
化
を

図
る
た
め
の
仕
組
み
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
の
具
体
化
は

来
年
４
月
か
ら
、

こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
が
本
格
実
施

さ
れ
る
。
０
歳
６
か
月

か
ら
３
歳
未
満
の
未
就

園
児
が
月
10
時
間
を
上

限
に
、
保
護
者
の
就
労

要
件
を
問
わ
ず
、
１
時

間
単
位
で
保
育
施
設
に

通
え
る
、
新
た
な
通
園

給
付
で
あ
る
。
保
護
者

は
、
市
町
村
か
ら
利
用

認
定
を
受
け
た
あ
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

空
き
状
況
を
検
索
し
予

約
す
る
と
い
う
流
れ
で
、

事
業
者
と
直
接
契
約
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
保
育
体
制
は
、
保

育
士
が
２
分
の
１
以
上
、

保
育
士
以
外
は
研
修
等

を
修
了
し
た
者
と
な
っ

て
お
り
、
保
育
経
験
の

な
い
営
利
企
業
で
も
、

施
設
の
基
準
を
満
た
し

て
い
れ
ば
参
入
が
可
能

と
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
、
ど
の
保
育
施
設

で
実
施
し
て
い
く
考
え

な
の
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
準
備
が
必
要
か
。

市
内
の
実
績
の

あ
る
社
会
福
祉

法
人
や
学
校
法
人
等
に

説
明
や
調
整
を
し
て
い

る
。
条
例
制
定
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
の
上
程

の
準
備
を
進
め
て
い
く
。

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除

の
減
額
を
問
う

今
年
度
か
ら
ス

ズ
メ
バ
チ
等
駆

除
委
託
料
が
減
額
さ
れ
、

一
般
家
庭
は
対
象
と
せ

ず
、
公
共
施
設
の
み
と

な
っ
た
。
過
去
５
年
間

を
見
て
も
相
当
数
を
一

般
家
庭
が
占
め
て
い
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
等
の
駆
除

は
１
件
あ
た
り
数
万
円

か
か
る
作
業
と
な
り
、

重
い
負
担
か
ら
、
巣
が

放
置
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
予
算
の
柔
軟
な
執

行
を
求
め
る
が
、
本
市

の
考
え
は
ど
う
か
。

今
年
度
に
入
り

数
件
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
が
、
専

門
業
者
を
紹
介
す
る
こ

と
で
問
題
な
く
進
ん
で

い
る
の
で
、
引
き
続
き

状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

市
民
に
寄
り
添
っ
た

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
応
を

岩
倉
団
地
水
源

の
水
道
水
は
、

今
年
度
か
ら
県
水
で
半

分
希
釈
し
た
が
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合

計
値
が
42
（
ｎ
ｇ
／
ｌ
）

と
、
国
の
暫
定
目
標

値
は
下
回
っ
た
も
の
の
、

想
定
ほ
ど
下
が
っ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

東
町
水
源
で
も
32
と
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
５

月
に
行
わ
れ
た
全
国
市

議
会
議
長
会
第
１
０
１

回
定
期
総
会
で
、
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
対
策
の
推
進
に
関

す
る
二
つ
の
要
望
書
が

採
択
さ
れ
、
国
へ
提
出

さ
れ
て
い
る
。
本
市
と

し
て
も
、
リ
ス
ク
評
価

の
早
期
確
定
、
国
と
自

治
体
の
役
割
と
責
任
の

明
確
化
、
住
民
の
血
液

検
査
実
施
、
水
道
事
業

へ
の
財
政
支
援
な
ど
を

国
へ
要
望
す
べ
き
で
は

な
い
か
。国

へ
の
要
望
は

現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後

も
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

Ａ

Ｑ

日本共産党岩倉市議団
木村冬樹議員

ふるさと納税全体での収支状況は

若干のプラスという状況である

このページの掲載項目：ふるさと納税　こども誰でも通園制度　スズメバチ駆除　PFAS 対応
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福
井
県
大
野
市
と
の

交
流
に
つ
い
て
問
う

本
市
と
大
野
市

が
交
流
す
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
は
。

大
野
市
と
の
交

流
は
平
成
３
年

度
、
本
市
の
助
役
が
福

井
県
の
旧
和
泉
村
出
身

で
あ
っ
た
こ
と
を
契
機

に
始
ま
る
。
旧
和
泉
村

が
大
野
市
に
合
併
し
た

こ
と
に
伴
い
、
一
時
解

消
さ
れ
た
が
、
平
成

19
年
１
月
に
大
野
市
と

「
友
好
交
流
に
関
す
る

合
意
書
」
及
び
「
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援

協
定
」
を
再
び
締
結
し
、

今
日
に
至
る
。

両
市
の
１
年
ご

と
の
関
係
人
口

は
ど
の
く
ら
い
か
。

令
和
６
年
度
は

学
習
効
果
を
重

視
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

学
習
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実

施
し
た
結
果
、
本
市
か

ら
大
野
市
へ
約
２
５
０

人
の
方
。
大
野
市
か
ら

は
本
市
の
約
１
０
０
人

の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
両
市
で
約
３
５
０

人
の
方
々
が
交
流
し
て

い
る
。

交
流
さ
れ
る

方
々
は
両
市
に

ど
の
よ
う
な
魅
力
を
感

じ
、
観
光
さ
れ
て
い
る

か
。

大
野
市
は
、
豊

か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ

り
、
春
は
花
桃
な
ど
の

多
彩
な
花
々
、
夏
は
ア

ウ
ト
ド
ア
、
秋
は
美
し

い
紅
葉
、
冬
は
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
、
一

年
を
通
じ
て
観
光
客

が
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
市
街
地

に
は
越
前
大
野
城
が
あ

り
、
歴
史
を
感
じ
な
が

ら
城
下
町
を
散
策
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、

春
に
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
桜
ま
つ
り
が
あ

り
、
日
本
の
「
さ
く
ら

名
所
１
０
０
選
」
に
も

選
ば
れ
て
い
る
五
条
川

沿
い
の
約
１
３
０
０
本

も
の
桜
並
木
が
訪
れ
る

人
々
を
魅
了
す
る
。
さ

ら
に
は
初
春
の
風
物

詩
「
の
ん
ぼ
り
洗
い
」、

４
０
０
年
続
く
伝
統
の

山
車
、
そ
し
て
地
元
特

産
の
名
古
屋
コ
ー
チ
ン

な
ど
、
多
彩
な
観
光
資

源
が
あ
る
。

今
後
、
両
市
の

関
係
人
口
増
加

の
為
の
施
策
等
は
考
え

て
い
る
か
。

令
和
７
年
度
に

つ
い
て
は
、
夏

に
は
自
然
散
策
と
バ

タ
ー
作
り
体
験
、
秋
に

は
「
九
頭
竜
紅
葉
ま
つ

り
」
や
大
野
市
街
地
へ

の
訪
問
な
ど
の
企
画
と

と
も
に
、
昨
年
度
好
評

だ
っ
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

学
習
バ
ス
ツ
ア
ー
に
つ

い
て
も
夏
に
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
関
係
人

口
が
増
加
す
る
よ
う
な

施
策
に
つ
い
て
は
、
他

の
自
治
体
の
先
進
事
例

な
ど
今
後
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
方

式
に
つ
い
て
問
う

オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
お
お
よ
そ

の
件
数
は
。

令
和
５
年
度
の

実
績
で
は
、
主

な
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

件
数
と
し
て
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
の
利
用
予
約
は

３
万
７
３
９
０
件
の
う

ち
１
万
９
０
３
０
件

で
約
51
％
、
図
書
館

の
図
書
貸
出
予
約
は

１
万
６
１
０
件
の
う
ち

５
１
２
９
件
で
約
48
％
、

転
出
届
は
２
８
２
９
件

の
う
ち
１
１
９
６
件
で

約
43
％
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
の
業
務
量

削
減
、
対
応
時

間
短
縮
等
に
ど
の
程
度

効
果
が
あ
る
の
か
。

住
民
票
の
写
し

と
印
鑑
登
録
証

明
書
の
交
付
を
例
に
す

る
と
、
令
和
６
年
度
の

窓
口
及
び
コ
ン
ビ
ニ
に

お
け
る
総
交
付
枚
数

３
万
６
９
３
５
枚
の
う

ち
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交

付
枚
数
は
８
０
６
６
枚

で
、
全
体
の
21
・
８
％

が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と

な
っ
て
い
る
。
市
役
所

窓
口
で
こ
れ
ら
の
証
明

書
１
通
を
発
行
す
る
の

に
対
応
す
る
時
間
を
３

分
と
仮
定
す
る
と
、
年

間
で
約
４
０
０
時
間
分

の
職
員
の
窓
口
対
応
業

務
が
削
減
で
き
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

日比野　走議員

大野市との二地域居住を促進してみては

制度上は可能だが、今後研究していく

このページの掲載項目：福井県大野市　オンライン申請
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資
格
確
認
書
を

一
律
に
交
付
を

厚
生
労
働
省
は
、

75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
の
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
が
低
い

た
め
、
来
年
７
月
末
ま

で
の
暫
定
措
置
と
し
て

マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有

に
か
か
わ
ら
ず
、
従
来

の
健
康
保
険
証
と
同
様

に
利
用
で
き
る
資
格
確

認
書
を
交
付
す
る
と
し

た
。
東
京
都
世
田
谷
区

と
渋
谷
区
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
持
っ
て
い
る

人
に
も
一
斉
に
資
格
確

認
書
を
送
る
こ
と
を
決

め
た
と
い
う
。
本
市
も
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者

全
員
に
資
格
確
認
書
を

送
付
で
き
な
い
か
。

マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
つ
か
持
た

な
い
か
の
切
り
分
け
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

費
等
国
の
補
助
金
が
交

付
さ
れ
、
職
員
間
の
情

報
共
有
も
は
か
っ
て
き

た
結
果
、
資
格
確
認
書

の
交
付
事
務
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

が
困
難
な
方
、
配
慮
が

必
要
な
方
に
も
交
付
し

て
い
く
。

健
康
診
断
で
の
配
慮

を
す
べ
て
の
学
校
で

６
年
生
の
健
診

で
、
体
操
服
の

下
は
下
着
を
全
部
取
る

よ
う
に
言
わ
れ
、
体
操

服
を
め
く
ら
れ
、
胸
が

膨
ら
ん
で
き
て
恥
ず
か

し
か
っ
た
思
い
を
聞
い

た
。
別
の
小
学
校
で
は

下
着
を
着
た
ま
ま
で
よ

か
っ
た
と
聞
く
。
下
着

の
上
か
ら
の
健
診
に
す

る
べ
き
と
思
う
が
、
ど

う
な
の
か
。

内
科
健
診
は
心

臓
の
音
を
聴
く

だ
け
で
な
く
、
皮
膚
や

背
骨
等
の
状
態
を
確
認

す
る
た
め
、
正
確
な
検

査
を
必
要
と
す
る
。
３

校
で
は
、
下
着
を
つ
け

た
ま
ま
可
能
と
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

不
登
校
を
生
み
出
す

学
校
教
育
を
見
直
し

子
ど
も
や
親
に
安
心

で
き
る
支
援
を

子
ど
も
の
不
登

校
は
こ
の
10
年

で
３
倍
と
増
加
し
、
全

国
で
35
万
人
近
く
に
な

り
、
小
学
校
低
学
年
で

も
増
え
て
い
る
。
不
登

校
の
要
因
は
「
個
々
の

状
況
に
よ
っ
て
多
様
」

で
、
不
登
校
を
生
み
出

し
て
い
る
学
校
教
育
政

策
に
つ
い
て
の
見
直
し

が
な
か
っ
た
。「
宿
題
が

で
き
て
な
い
か
ら
、
学

校
に
行
く
の
が
イ
ヤ
」

と
い
う
声
を
聞
く
が
、

新
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
詰
め
込
み
が
進
め

ら
れ
、
多
す
ぎ
る
学
習

内
容
を
こ
な
す
た
め
の

宿
題
も
増
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

文
部
科
学
省
の

調
査
等
で
、
多

す
ぎ
る
と
は
一
概
に
言

え
な
い
。全

国
学
力
テ
ス

ト
の
実
施
で
学

校
を
点
数
競
争
に
巻
き

込
み
、
教
員
も
子
ど
も

も
ス
ト
レ
ス
の
要
因
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

学
力
テ
ス
ト
に

よ
っ
て
序
列
化
、

競
争
が
生
じ
な
い
よ
う
、

ス
ト
レ
ス
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
、
今
後
の

指
導
方
法
の
改
善
に
生

か
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

教
員
評
価
制
度

の
導
入
等
、
教

員
に
も
競
争
と
管
理
が

強
化
さ
れ
、
多
忙
化
の

な
か
で
、
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
が
取
れ
な

く
な
っ
て
い
な
い
か
。

教
職
員
の
働
き

方
改
革
を
進
め
、

部
活
動
の
地
域
移
行
な

ど
様
々
な
取
組
を
し
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

え
る
時
間
を
確
保
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

「
学
習
」
に
限
定

さ
れ
な
い
数
多

く
の
居
場
所
が
保
障
さ

れ
、
ど
の
子
ど
も
も
安

心
し
て
過
ご
せ
る
環
境

を
学
校
内
外
で
整
え
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
実
態
は
ど
う
か
。

２
つ
の
中
学
校

で
は
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
、
校
外

で
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

お
お
く
す
が
あ
り
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
所

と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

保
護
者
へ
の
支
援

を
手
厚
く不

登
校
の
子
ど

も
の
休
息
と
回

復
を
支
え
る
に
は
親
へ

の
支
援
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
学
校
に
行
け

な
い
、
行
き
渋
り
の
子

ど
も
を
前
に
保
護
者
の

方
々
は
大
変
悩
ま
れ
て

い
る
。
相
談
窓
口
は
十

分
か
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
お

お
く
す
に
は
臨
床
心
理

士
、
お
お
く
す
親
の
会

や
み
ん
な
の
サ
ロ
ン
等

開
催
し
て
い
る
。

Ａ

Ｑ

日本共産党岩倉市議団
桝谷規子議員

教員が子どもに向き合う時間が取れているか

向き合える時間を確保する努力をしている

このページの掲載項目：資格確認書　健康診断での配慮　不登校　保護者支援
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中
学
校
に
お
け

る
部
活
動
の
活

動
制
限
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
中
、
生
徒
の
保

護
者
か
ら
部
活
動
の
時

間
以
外
に
も
自
主
的
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
し
た

い
、「
な
ぜ
、
ア
デ
リ

ア
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
は
中
学
生
の
利
用
を

認
め
て
い
な
い
の
か
」

と
の
声
が
あ
っ
た
。
一

般
的
に
多
く
の
民
間
経

営
の
ジ
ム
に
お
い
て
も

中
学
生
の
利
用
は
お
断

り
を
さ
れ
て
い
る
感
じ

で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は

公
共
施
設
で
も
あ
り
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
市

民
が
利
用
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
な
ぜ
認

め
て
い
な
い
の
か
。

中
学
生
が
利
用

す
る
場
合
、
体

の
成
長
過
程
で
骨
や
筋

肉
が
未
発
達
で
あ
る
こ

と
か
ら
過
度
な
負
荷

を
か
け
る
と
怪
我
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
ま

た
、
使
用
方
法
を
誤
る

と
大
き
な
怪
我
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
。
専

門
的
な
知
識
を
有
す
る

ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
の
個

別
の
指
導
が
必
要
と
な

る
が
、
現
在
、
常
駐
の

ト
レ
ー
ナ
ー
は
１
名
で
、

指
導
や
サ
ポ
ー
ト
が
難

し
い
。
施
設
は
、
利
用

者
の
安
全
を
守
る
責
任

が
あ
り
、
健
康
面
と
安

全
面
へ
の
配
慮
が
必
要

な
こ
と
か
ら
利
用
を
制

限
し
て
い
る
。

新
居
浜
市
の
市

民
体
育
館
で
は
、

指
導
者
１
名
を
要
す
る

が
中
学
生
の
利
用
を
令

和
５
年
頃
か
ら
認
め
て

い
た
。
利
用
条
件
と
し

て
、
中
学
生
１
名
に
対

し
、
指
導
者
１
名
が
必

要
で
あ
っ
た
り
、
指
導

者
は
資
格
は
必
要
な
い

が
、
器
具
等
の
使
用
経

験
や
適
切
な
使
用
方
法
、

事
故
防
止
の
指
導
が
で

き
る
人
で
、
指
導
者
は

一
緒
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
き
ず
指
導
に
専
念
す

る
こ
と
な
ど
決
め
ら
れ

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
市
の
子
ど
も
条
例
に

則
り
、
子
ど
も
の
権
利

を
尊
重
し
た
い
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。
条
件
付
き

で
も
、
中
学
生
の
利
用

を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。や

は
り
常
駐
の

ト
レ
ー
ナ
ー
が

１
名
で
あ
り
、
条
件
を

付
け
て
も
対
応
は
難
し

い
。
た
だ
全
国
的
に
は

い
く
つ
か
認
め
て
い

る
事
例
が
あ
っ
た
の
で
、

実
施
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

中
学
校
運
動
場
の

地
域
開
放
を

部
活
動
の
制
限

が
あ
る
中
、
使

用
頻
度
が
下
が
っ
て
、

空
き
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
２
校
あ
る
中
学

校
運
動
場
の
使
用
状
況

（
空
き
状
況
）
は
。

岩
倉
中
で
は
、

平
日
の
授
業
後

や
土
曜
の
午
前
中
に
い

く
つ
か
の
部
が
活
動
し

て
い
る
。
日
曜
日
の
午

前
中
に
練
習
試
合
を
行

う
こ
と
も
あ
る
。
第
２

運
動
場
も
同
様
に
他
の

ク
ラ
ブ
が
使
用
す
る
。

南
部
中
で
も
い
く
つ
か

の
部
が
同
様
に
活
動

し
、
部
活
動
以
外
で
夜

間
に
は
、
地
域
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
使
用
が

あ
る
。
現
状
で
は
、
土

日
祝
の
午
後
は
、
学
校

行
事
が
あ
る
場
合
を
除

い
て
空
い
て
い
る
。

小
学
校
運
動
場

を
使
用
し
て
い

る
団
体
も
多
く
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
需
要
と
供
給

バ
ラ
ン
ス
が
気
に
な
る
。

名
古
屋
市
で
は
、
全
市

中
学
校
１
１
１
校
で

中
学
校
体
育
施
設
の
ス

ポ
ー
ツ
開
放
が
見
ら
れ

る
。
本
市
も
開
放
し
て

は
ど
う
か
。

今
の
と
こ
ろ
個

別
の
相
談
に
応

じ
た
開
放
に
留
ま
っ
て

い
る
が
、
将
来
的
に
は

運
動
場
の
地
域
開
放
に

つ
い
て
拡
大
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

他
、
高
齢
単
身
者
増
加

を
見
込
む
住
居
確
保
支

援
の
質
問
を
行
っ
た
。

創 政 会
梅 村　 均 議 員

総体文トレーニング室の中学生利用を

実行している自治体の研究をする

このページの掲載項目：トレーニング室の中学生利用　中学校運動場の地域開放
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職
員
・
利
用
者
の

安
全
管
理
は

本
市
の
公
共
建

物
内
で
の
ト
ラ

ブ
ル
の
状
況
は
。

市
庁
舎
に
お
い

て
は
公
務
の
円

滑
か
つ
適
正
な
執
行
を

確
保
す
る
た
め
に
岩
倉

市
庁
舎
管
理
規
則
を
定

め
、
市
庁
舎
の
管
理
及

び
秩
序
の
維
持
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。
庁

舎
内
に
お
い
て
、
示
威

又
は
け
ん
騒
に
わ
た
る

行
為
な
ど
を
禁
止
行
為

と
し
て
規
定
し
て
い
る

が
警
察
が
介
入
す
る
よ

う
な
行
為
や
ト
ラ
ブ
ル

は
近
年
で
は
発
生
し
て

い
な
い
。

想
定
さ
れ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
対
す

る
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

必
要
な
対
策
は
と
ら
れ

て
い
る
か
。

昨
年
８
月
に
江

南
警
察
の
協
力

の
も
と
、
不
審
者
や
不

測
事
態
に
対
処
す
る
た

め
の
訓
練
を
実
施
し
、

刺
股
や
暴
徒
鎮
圧
用

シ
ー
ル
ド
な
ど
の
防
具

の
使
用
方
法
や
、
不
審

者
と
対
峙
し
た
際
の
行

動
等
に
つ
い
て
指
導
を

う
け
た
。
そ
の
後
、
令

和
６
年
９
月
議
会
に
お

い
て
補
正
予
算
を
お
願

い
し
、
刺
股
及
び
暴
徒

鎮
圧
用
シ
ー
ル
ド
を
購

入
し
て
庁
舎
内
の
各
所

に
配
置
し
て
い
る
。

近
隣
都
市
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
状

況
は
。

い
ず
れ
も
主
に

玄
関
や
通
用
口

な
ど
人
の
出
入
り
す
る

場
所
を
監
視
す
る
目
的

で
庁
舎
内
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
録
画
し
た
映

像
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
非
公
開
と
し
、

警
察
か
ら
の
調
査
依
頼

に
対
し
て
の
み
開
示
す

る
運
用
と
な
っ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
の
有
効
性
、

必
要
性
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

庁
舎
へ
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
は
、

犯
罪
の
抑
止
や
来
庁
者

及
び
職
員
の
安
心
感
の

向
上
と
い
っ
た
点
で
有

効
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設

置
等
利
用
者
の

安
全
を
高
め
る
計
画
は

あ
る
か
。現

在
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
等

に
よ
る
利
用
者
の
安
全

を
高
め
る
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
有
用
性
を
鑑
み
、

近
隣
自
治
体
の
設
置
状

況
等
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
市
に
お
け
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　　
　
　

公
共
施
設
の
窓
口
や

電
話
の
音
声
の
録
音

に
つ
い
て
本
市
の
見

解
は

　
　
　
　
　
　

職
員
の
会
話
の

質
向
上
に
も
つ

な
が
る
会
話
録
音
は
必

須
と
考
え
る
が
本
市
の

見
解
は
。電

話
対
応
の
録

音
に
つ
い
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

向
上
や
対
応
内
容
の
確

認
、
不
当
要
求
等
の
抑

止
の
観
点
か
ら
も
有
効

な
取
組
と
考
え
る
。
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ａ

Ｑ

創 政 会
関戸郁文議員

公共建物で働く職員の安全管理は

職員に安全対策を実施

このページの掲載項目：職員の安全管理　防犯カメラ　会話の録音

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ



16

産
後
の
母
親
の
産
後

ケ
ア
の
重
要
性
に
つ

い
て
問
う出

産
後
の
女
性

は
、
身
体
的
・

精
神
的
・
社
会
的
に
大

き
な
変
化
と
課
題
を
抱

え
な
が
ら
、
新
し
い
命

と
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。
ま
と
ま
っ
て

寝
ら
れ
る
睡
眠
時
間
は

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
約
３

時
間
が
多
く
、
次
に

４
時
間
で
あ
り
、
ま
と

ま
っ
て
寝
ら
れ
る
時
間

が
な
い
と
い
う
回
答
も

あ
っ
た
。
多
く
の
出
産

後
の
母
親
は
睡
眠
不
足

で
あ
る
。
ま
た
、
慣
れ

な
い
育
児
で
孤
立
や
不

安
を
抱
え
、
う
つ
傾
向

に
な
り
や
す
い
。
本
市

は
ど
う
認
識
し
、
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
る

の
か
。

心
身
の
ケ
ア
や

育
児
支
援
、
家

庭
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派

遣
し
、
家
事
や
育
児
に

関
す
る
介
助
等
を
行
い
、

心
身
の
不
調
や
育
児
等

の
負
担
、
孤
立
感
の
軽

減
を
図
る
産
前
・
産
後

サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

健
診
で
う
つ
状

態
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
中
で
相
談
は
あ

る
の
か
。出

産
し
た
医
療

機
関
等
で
メ
ン

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て

エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ

病
質
問
票
に
よ
る
聞
き

取
り
を
実
施
。
ハ
イ
リ

ス
ク
と
さ
れ
る
産
婦
に

は
、
医
療
機
関
か
ら
情

報
提
供
を
受
け
、
助
産

師
や
保
健
師
が
電
話
相

談
・
家
庭
訪
問
を
実
施
。

継
続
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。本

市
は
、
宿
泊

型
・
通
所
型

を
利
用
す
る
こ
と
で
母

親
の
休
息
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、

産
後
ヘ
ル
パ
ー
は
家
事

代
行
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
一
度

に
補
え
る
産
後
ド
ゥ
ー

ラ
を
導
入
し
て
み
て

は
。　
　
　

現
状
の
訪
問

型
・
産
前
・
産

後
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
の

組
み
合
わ
せ
で
概
ね
担

え
て
い
る
。

社
会
的
自
立
を
目
指

し
た
支
援
を

国
は
「
学
校
復

帰
を
最
優
先
と

す
る
」
か
ら
「
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
多
様
な

学
び
や
育
ち
を
支
え

る
」
方
向
性
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
令
和
５
年

度
に
お
い
て
は
小
中

学
校
に
お
け
る
不
登

校
児
童
生
徒
数
は
約

34
万
６
千
人
で
過
去
最

多
。
本
市
の
不
登
校
児

童
・
生
徒
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

令
和
６
年
度
は

小
学
校
67
人
、

中
学
校
１
０
３
人
。
小

学
校
は
前
年
比
で
２
名

減
少
、
中
学
校
は
前
年

度
と
同
数
で
あ
る
。

不
登
校
に
な
る

原
因
は
様
々
だ

が
、
児
童
・
生
徒
が
社

会
復
帰
ま
で
に
た
ど
る

経
過
は
、
多
く
の
段
階

を
経
る
こ
と
が
一
般
的

で
共
通
す
る
ス
テ
ッ
プ

が
あ
る
。
重
要
な
の
が
、

人
と
の
か
か
わ
り
を
持

つ
段
階
で
、
安
心
し
て

話
せ
る
環
境
づ
く
り
の

一
役
を
担
う
の
が
メ
ン

タ
ル
フ
レ
ン
ド
で
あ
る

と
考
え
る
。
本
市
の
メ

ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
の
登

録
状
況
は
。

大
学
生
が
一
人

登
録
し
て
い
る
。

メ
ン
タ
ル
フ
レ

ン
ド
に
な
る
条

件
は
。

教
員
、
心
理
士

等
を
目
指
す
大

学
生
等
を
条
件
と
し
、

応
募
が
あ
っ
た
場
合
に

教
育
委
員
会
で
審
査
を

行
う
。

教
員
、
心
理
士

を
目
指
す
学
生

も
い
い
が
、
不
登
校
を

経
験
し
、
社
会
復
帰
を

し
て
い
っ
た
方
が
児

童
・
生
徒
に
寄
り
添
い

話
を
聞
く
こ
と
で
悩
み

を
共
有
し
や
す
く
、
苦

し
み
も
わ
か
る
。
経
験

か
ら
乗
り
越
え
た
人
は

希
望
に
な
る
。
メ
ン
タ

ル
フ
レ
ン
ド
に
な
る
条

件
に
不
登
校
経
験
者
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

事
業
を
遂
行
す

る
う
え
で
は
一

定
の
知
識
や
責
任
感
等

を
有
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
当
事
者
の

心
情
の
理
解
に
生
き
る

と
い
う
利
点
も
考
慮

し
、
適
任
者
が
い
る
場

合
は
、
個
別
具
体
に
判

断
す
る
。

Ａ

Ｑ

堀江珠恵議員

産後ドゥーラ導入の検討は

現状のサービスで役割を概ね担えている

このページの掲載項目：産後ドゥーラ　不登校　メンタルフレンド
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高
さ
３
ｍ
の
滑
り
台

を
更
新
す
る
べ
き
で

は

井
上
児
童
遊
園
、

中
本
児
童
遊
園
、

大
山
寺
児
童
遊
園
、
川

井
児
童
遊
園
、
野
寄
児

童
遊
園
の
５
児
童
遊
園

の
滑
り
台
は
、
踊
り
場

ま
で
の
高
さ
が
３
ｍ
の

ら
せ
ん
状
の
滑
り
台
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
の

安
全
基
準
・
遊
具
の
安

全
に
関
す
る
基
準
で
は
、

滑
り
台
の
滑
り
出
し
部

分
は
転
落
防
止
対
策
と

し
て
覆
い
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
滑
り

台
の
降
り
口
が
砂
場
と

一
体
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
安
全
基
準
で
は

滑
り
台
の
降
り
口
と
砂

場
は
離
さ
な
い
と
い
け

な
い
た
め
、
安
全
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
児

童
遊
園
の
遊
具
で
遊
ん

で
い
る
の
は
、
幼
児
と

小
学
校
低
学
年
ま
で
の

児
童
で
あ
る
た
め
、
踊

り
場
ま
で
の
高
さ
３
ｍ

の
滑
り
台
は
大
変
危
険

で
あ
る
。
特
に
井
上
児

童
遊
園
は
、
令
和
９
年

４
月
に
五
条
川
小
学
校

区
統
合
保
育
園
が
開
園

さ
れ
る
た
め
、
幼
児
な

ど
の
利
用
者
が
激
増
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
ず

は
、
井
上
児
童
遊
園
の

滑
り
台
を
現
在
の
安
全

基
準
に
合
致
・
見
合
っ

た
滑
り
台
に
早
急
に
更

新
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
他

の
児
童
遊
園
も
計
画
的

に
滑
り
台
を
更
新
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

遊
具
の
安
全
に

関
す
る
基
準
で

は
、
幼
児
用
の
滑
り

台
の
高
さ
は
２
ｍ
ま
で
、

児
童
用
の
滑
り
台
の
高

さ
は
３
ｍ
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
が
ら
せ
ん
の
滑
り

台
を
使
用
す
る
場
合
は
、

保
護
者
の
付
き
添
い
な

ど
注
意
が
必
要
な
状
況

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

５
台
の
滑
り
台
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
定
期

的
な
点
検
を
行
い
、
適

正
な
管
理
を
し
な
が
ら
、

順
次
、
安
全
基
準
に
適

合
し
た
遊
具
に
変
え
て

い
き
た
い
。

　

 

井
上
児
童
遊
園

一
時
保
育
制
度
の
充

実
に
向
け
て

保
護
者
の
方
が

ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
時
間
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
、
地
域
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、

図
書
館
や
例
え
ば
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
み
ど

り
の
家
又
は
く
す
の
き

の
家
、
北
部
で
は
夢
さ

く
ら
公
園
の
管
理
棟
２

階
な
ど
市
内
の
公
共
施

設
を
巡
回
す
る
よ
う
な

形
で
短
時
間
の
一
時
保

育
を
実
施
す
れ
ば
、
よ

り
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
よ
り
利
便
性

が
上
が
る
の
で
は
な
い

か
。

一
時
保
育
を
実

施
す
る
施
設

は
、
児
童
福
祉
法
施
行

規
則
に
定
め
ら
れ
た
基

準
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
、
乳
児
室
や
ほ
ふ
く

室
、
乳
幼
児
用
の
ト
イ

レ
な
ど
の
設
備
が
必
要

で
あ
り
、
保
育
園
以
外

の
公
共
施
設
で
の
実
施

は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
の
実
施
に
つ
い
て

準
備
を
進
め
て
い
る
の

で
、
一
時
保
育
事
業
と

の
連
携
も
含
め
て
、
地

域
の
子
育
て
支
援
を
充

実
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。	

小
・
中
学
校
の
体
育

館
等
の
エ
ア
コ
ン
の

稼
働
は猛

暑
の
影
響
の

た
め
、
毎
年
９

月
・
10
月
も
残
暑
が
厳

し
い
状
態
が
続
い
て
い

る
た
め
、
児
童
・
生
徒

の
た
め
に
、
小
・
中
学

校
の
体
育
館
等
の
空
調

設
備
（
エ
ア
コ
ン
）
は

９
月
か
ら
試
運
転
で
き

る
の
か
。現

在
、
学
校
、

施
工
業
者
・
監

理
会
社
と
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
詳
細
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
進
め
て
い

る
。
９
月
か
ら
稼
働
で

き
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
断
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
工
事
の

進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
い
稼
働

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

大野慎治議員

児童遊園の滑り台を更新するべきでは

順次、更新していきたい

このページの掲載項目：児童遊園の滑り台　一時保育制度　体育館のエアコン
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安
全
安
心
な
歩
道

整
備
は現

状
の
岩
倉
市

内
に
存
在
す
る

歩
道
は
、
道
路
構
造
の

基
準
に
適
合
し
て
い
な

い
箇
所
は
な
い
か
。

過
去
に
整
備
し

た
歩
道
の
一
部

に
は
、
植
栽
や
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
な
ど
の
設
置
に

よ
り
幅
員
が
狭
く
な
っ

て
い
る
状
況
も
見
受
け

ら
れ
、
現
在
の
基
準
に

適
合
し
な
い
箇
所
が
あ

る
。

安
全
面
に
お
い

て
課
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
歩
道
に
つ

い
て
、
当
局
の
見
解
を

問
う
。

交
差
点
部
や
横

断
歩
道
な
ど
特

に
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
箇

所
を
優
先
的
に
順
次
、

植
栽
な
ど
の
撤
去
や
植

え
替
え
を
検
討
し
、
安

全
安
心
な
歩
行
空
間
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

公
共
施
設
の
廃
止
や
統

合
に
伴
う
跡
地
利
用

廃
止
や
統
合
に

伴
う
跡
地
利
用

の
活
用
は
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
を
経
て
検
討

が
さ
れ
る
か
。

組
織
と
し
て

は
、
副
市
長
を

本
部
長
と
し
て
部
長
級

で
組
織
す
る
、
岩
倉
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
推
進
本
部
と
、
総

務
部
長
と
関
係
課
長
で

組
織
す
る
、
岩
倉
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
推
進
部
会
に
よ
り
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
る
。
市
と
し
て
の
方

針
決
定
は
、
市
長
、
教

育
長
を
含
め
た
庁
議
等

で
行
う
。希

望
の
家
の
跡

地
利
用
に
つ
い

て
の
検
討
状
況
は
ど
う

か
。

希
望
の
家
の
建

物
は
取
り
壊
す

こ
と
、
跡
地
は
本
市
で

活
用
す
る
か
、
も
し
く

は
売
却
を
検
討
す
る
方

針
と
し
て
い
る
。
立
地

条
件
の
面
で
は
、
市
街

化
調
整
区
域
で
あ
る
た

め
、
建
築
物
に
も
様
々

な
制
約
が
あ
る
が
、
現

在
は
諸
条
件
を
確
認
し

な
が
ら
、
跡
地
の
活
用

や
施
設
の
取
り
壊
し
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
中
に
は
、

跡
地
活
用
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
お
示
し
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

跡
地
利
用
と
し

て
ド
ッ
グ
ラ
ン

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

な
ど
市
民
の
憩
い
や
賑

わ
い
の
拠
点
と
な
る
施

設
の
整
備
へ
の
活
用
に

つ
い
て
当
局
の
見
解
を

問
う
。

立
地
特
性
を
踏

ま
え
、
行
政
課

題
へ
の
対
応
、
整
備
費

用
、
維
持
管
理
コ
ス
ト

な
ど
、
様
々
な
面
か
ら

総
合
的
に
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ご
提
案
も
参
考

に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

全
て
の
子
ど
も
た
ち

に
学
ぶ
機
会
を

大
学
受
験
に
か

か
る
費
用
を
補

助
す
る
制
度
を
独
自
で

実
施
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
が
見
解
は
ど
う

か
。

全
て
の
子
ど
も

に
と
っ
て
、
経

済
的
な
理
由
で
学
ぶ
機

会
が
失
わ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
近
年
、
大
学
受
験

の
た
め
の
費
用
に
つ
い

て
、
交
通
費
な
ど
の
高

騰
に
よ
り
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
と
の
報

道
も
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
直
接

的
に
大
学
受
験
に
か
か

る
費
用
を
補
助
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
一
定
、

効
果
の
あ
る
支
援
と
考

え
る
。
た
だ
し
、
優
先

的
な
課
題
の
解
決
と
し

て
は
、
そ
の
家
庭
が
経

済
的
な
自
立
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。
本
市
で

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

へ
の
支
援
策
と
し
て
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
収

入
の
増
額
に
結
び
つ
く

就
業
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。

子
育
て
応
援
の

施
策
の
一
つ
と

し
て
、
ひ
と
り
親
世
帯・

低
所
得
の
世
帯
に
お
け

る
大
学
受
験
に
か
か
る

費
用
を
補
助
す
る
制
度

を
検
討
で
き
な
い
か
。

大
学
受
験
に
か

か
る
費
用
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
の
補
助
金
の
活
用
も

踏
ま
え
つ
つ
、
近
隣
自

治
体
の
動
向
等
に
注
視

し
研
究
し
て
い
く
。

創 政 会
片岡健一郎議員

安全面に課題がある歩道について見解は

植栽の撤去などを検討し、安全な歩行空間の
確保に努める

このページの掲載項目：跡地利用　歩道整備　受験費用の補助
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Ｑ
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が
ん
患
者
へ
の
エ
ピ

テ
ー
ゼ
に
対
す
る
助

成
を

ウ
ィ
ッ
グ
・
乳

房
補
整
具
購
入

費
助
成
の
利
用
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

本
市
で
は
、
が

ん
患
者
の
が
ん

治
療
に
よ
る
外
見
変
貌

を
補
完
す
る
医
療
用
補

整
具
の
購
入
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
令
和

４
年
４
月
よ
り
助
成
を

実
施
し
て
い
る
。
令
和

４
年
度
は
、
ウ
ィ
ッ
グ

16
件
、
乳
房
補
整
具
４

件
。
令
和
５
年
度
は
、

ウ
ィ
ッ
グ
14
件
、
乳
房

補
整
具
４
件
。
令
和
６

年
度
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
14

件
、
乳
房
補
整
具
４
件

の
申
請
が
あ
っ
た
。

エ
ピ
テ
ー
ゼ
の

必
要
性
や
利
用

実
態
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
か
。

エ
ピ
テ
ー
ゼ
と

は
医
療
用
具
と

し
て
体
表
に
取
り
付
け

る
人
工
的
な
ボ
デ
ィ

パ
ー
ツ
で
あ
る
。
目
や

鼻
な
ど
の
顔
面
、
爪
や

指
、
ま
た
、
乳
房
な
ど

の
体
の
一
部
分
を
人
体

そ
っ
く
り
に
再
現
し
て

い
る
も
の
で
、
外
見
だ

け
で
な
く
、
そ
の
心
を

も
ケ
ア
す
る
医
療
用
具

と
な
っ
て
い
る
。

　

が
ん
治
療
を
受
け
た

方
の
身
体
的
・
精
神
的

な
負
担
や
社
会
生
活
上

の
不
安
を
和
ら
げ
、
安

心
し
て
社
会
生
活
を
送

る
た
め
の
一
環
と
し
て
、

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、
乳

房
補
整
具
や
エ
ピ
テ
ー

ゼ
の
よ
う
な
医
療
補
整

具
、
医
療
用
具
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。

助
成
対
象
に
エ

ピ
テ
ー
ゼ
を
加

え
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

乳
房
以
外
の
部

位
の
エ
ピ
テ
ー

ゼ
を
対
象
に
加
え
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
県
の
補
助
事

業
の
内
容
や
今
後
の
動

向
も
注
視
し
な
が
ら
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

廃
食
油
の
回
収
と
リ

サ
イ
ク
ル
促
進
を

現
在
の
廃
食
油

回
収
の
実
施
状

況
と
回
収
量
の
推
移
は

ど
の
よ
う
か
。

清
掃
事
務
所
に

あ
る
ｅ
‐
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ
と
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
及
び
保

育
園
か
ら
の
回
収
を

行
っ
て
い
る
。
回
収

量
は
、
清
掃
事
務
所

は
、
１
１
０
０
リ
ッ
ト

ル
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
及
び
保
育
園
が
、

６
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
前

後
で
推
移
し
て
い
る
。

今
後
の
取
組
は
、

ど
の
よ
う
か
。

本
市
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
の

一
つ
と
し
て
廃
食
油
の

回
収
を
行
っ
て
い
る
が
、

市
民
へ
周
知
し
、
回
収

量
を
増
や
す
こ
と
を
継

続
し
て
い
く
。

　

愛
知
県
は
、
廃
食
油

を
原
料
と
し
た
「
Ｓ
Ａ

Ｆ
（
サ
フ
）」
と
呼
ば

れ
る
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ

ト
燃
料
を
、
地
産
地
消

で
賄
う
こ
と
に
よ
り
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
資

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

事
業
化
を
支
援
す
る
た

め
「
あ
い
ち
地
産
地

消
Ｓ
Ａ
Ｆ
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
推
進
協
議

会
」
の
設
営
準
備
を
進

め
て
い
る
。
本
市
は
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

賛
同
し
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
協
力
し
て
い

く
か
、
県
の
動
向
に
あ

わ
せ
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

環
境
啓
発
と
住

民
参
加
の
促
進

に
つ
い
て
、
今
後
の
方

針
は
。

市
民
へ
の
周
知

と
し
て
は
、
毎

年
、
広
報
３
月
号
で
同

時
配
布
し
て
い
る
「
ご

み
と
資
源
の
分
別
の
出

し
方
」
の
中
で
、
清
掃

事
務
所
の
ｅ
‐
ラ
イ
フ

プ
ラ
ザ
で
廃
食
油
の
回

収
を
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
廃
食
油
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
周
知
し
て
い
る
。

今
後
は
、
廃
食
油
の
利

活
用
の
状
況
を
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
民
ふ
れ

愛
ま
つ
り
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
、
廃
食
油
の
回

収
拠
点
の
拡
大
な
ど
市

民
参
加
の
促
進
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ａ

Ｑ

公 明 党
谷平敬子議員

がん患者へのエピテーゼ購入助成を

県の事業内容等を注視し研究していく
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岩倉市議会では、市議会だよりの表紙として皆さんが撮影した写真を募集
しています。写真のテーマは「岩倉らしさ、岩倉への愛着が感じられる写真」
です。皆様の応募をお待ちしています。
【 応 募 方 法 】
◆住所、氏名、電話番号、撮影日、撮影場所及び写真に添える説明文を記入
の上、直接お持ちいただくか、郵送もしくはメールで応募してください。
◆写真の審査は議会広報委員会で行います。応募いただいた写真は返却で
きかねますのでご了承ください。

［ 郵 送 先 ］ 〒482-8686 岩倉市栄町一丁目66番地 　岩倉市議会事務局
［ メ ー ル ］ gikai@city.iwakura.lg.jp

市議会では、議会だ
よりに関して皆様から
のご意見を募集してい
ます。
いただいたご意見

は、今後の編集の参考
とさせていただきます。

表紙の写真を募集しています

岩倉市議
会からの お 知 ら せ

※紙面の都合により、土曜日及び日曜日は省略して掲載しています。

議会広報委員会　（◎は委員長　○は副委員長）
◎大野慎治　○塚﨑海緒　・鬼頭博和　・水野忠三　・堀江珠恵　・日比野　走　・関戸郁文　・桝谷規子

次回、９月定例会のご案内～議会の生の声を傍聴してみませんか～
次回9月定例会は下記のとおり開催いたします。（日程は都合により変更となる場合があります。）
市議会はどなたでも傍聴できます。
（岩倉市議会事務局　TEL：0587-38-5820　FAX：0587-66-0055）
本会議：市役所 8階　議場 / 委員会：市役所 7階　委員会室　にて　いずれも午前 10時から

回答はこちら▶

アンケートを
実施しています
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敬老の日

委員会予備日
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（委員長報告、質疑、
討論、採決）

秋分の日

委員会
（総務・産業建設）

委員会予備日 委員会予備日 委員会予備日
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（一般質問）
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委員会
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本会議
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（財務）
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